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昼 旧〆

年頭所感－更なる智恵と勇気を－

いるのです。まさに、これからの科学技術のあ

り方を示唆するところでもあります。

私どもの日本工学アカデミーにおいても、昨

年度に受託した国家プロジェクト、産業技術知

識に係わる基盤榊築事業が、具体的な動きを見

せ始めました。広汎な技術分野を網羅する、人

と知識のネットワークづくりが、着実に進展し

ているところです。

産学官の実りある交流は、明||の豊かな社会

を創る基本的な要件の一つであると申せましょ

う。政府も大学も産業界も、新しい時代に即応

して、必要な改革を怠ってはなりません。そし

て、それぞれの組織が有機的に交流して、｜･il全

体の利益に結びつくような、新しいシステムを

創出していくことが望まれる訳です。

我々技術屋集団も、未来に希望を失うことな

く、現下の困難に挑戦し、これを解決する勇気

を持ち続けたいと思います。大切なのは、社会

全体を見渡す広い視野と、尽きることのない人

間の智恵であります。

終わりに、会員各位と御家族の一層の御健勝

を祈ります。

『、

会員の皆様、明けましておめでとうございま

す。

新しい世紀の幕開けは、世界の人々の期待と

は裏腹に、社会、経済、政治の全てにわたって、

混迷を極める中に始まりました。

絶え間ない世界各地の紛争は､もちろん民族、

文化、宗教の相違に基づくところもありましょ

う。しかし、我々が解決しなければならない最

大の課題は、成熟した先進文明の陰で、その|｜

の糧さえ十分に得られない貧困な社会が、今な

お存在するという厳然たる事実です。

私は昨春、２０世紀は技術が社会をリードし、

工学の進歩が物質文明を飛躍的に発展させた時

代であり、この技術が人間社会にはたす役割は

今後も変わらないと申し上げました。科学技術

と工学のもつ役割と使命は、歴史を通して不変

であると､今なお私は固く信じるのであります。

技術は普遍的であり、健全な経済活動を支え

て、万人に公正かつ平等な便宜と利益を供する

ものでなければなりません。この技術本来の役

割が未だ-'一分に発押されていないか、あるいは

技術が誤った道を歩んでいるのだとしたら、こ

れは今後の我々に課された大きな試練であり、

人知をつくして克服されなければなりません。

暗いニュースが飛び交う中に、昨年後半の一

つのlⅢるい爽やかな話題は、名IIj屋大学の野依

良治教授の、日本人としては3人目のノーベル

化学賞受賞でした。野依先生の研究活動は、単

に基礎研究分野における卓越した業績にとどま

らず､産学交流を積極的に進めることによって、

その成果を実用化の領域にまで押し広げられて
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鯵 井口洋夫先生の文化勲章受章について

、

本アカデミー会此の井口洋夫先生が、「分子

エレクトロニクス」のご研究によって、平成

13年11月に栄えある文化勲章を受章されまし

たことを心からお祝い申し上げます。

井口先生は、昭和23年に東京大学理学部化

学科を卒業して大学院に進学され、赤松秀雄先

生の指導のもとにまず炭素材料の電気電導件の

研究を手がけられましたが、多環芳香族化化合

物と非晶質炭素が構造的に類縁関係にあること

に着目して、多環芳香族化化合物結晶粉末の電

導性を系統的に訓くる研究を始められました。

そして、昭和26年に発表した赤松先生との共

著論文において「有機半導体」の概念を世界に

先駆けて提|','皇}され、さらには、多環芳香族炭化

水素とハロケンの錐体が極めて高い導電性を示

すことも発見されました。これらの研究成果が

緒となって、その後世界各地で有機固体の導電

性に関する研究が始まったことは周知のとおり

であります。この業績によって、井口先生は昭

和40年に、赤松先生とともに日本学ｋ院賞を

受賞されました。
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東京大学理学部の助手、助教授を勤められた

後、昭和40年に、創設期にあった東京大学物

性研究所の教授に就任され、同研究所において

有機|占1体の電気伝導性、光伝導性の研究に加え

て光電子放出の研究をも展開して、有機固体の

物性化学の基盤を構築されました。また、その

ような研究活動のかたわら、岡崎国立共同研究

機構分子科学研究所の創設準備に奔走されまし

た。昭和50年に分子科学研究所が創設される

と、同研究所の教授に就任され、昭和62年に

定年退官されるまで、有機半導体、有機導体、

有機超伝導体の研究でめざましい研究成果あげ

られるとともに、分子科学研究所の発展に尽力

されました。定年退官後は分子科学研究所長、

岡崎国立共同研究機構長を膝任され、また、文

部街、’1本学術振興会などの様々な委員会の委

員として、わが国における科学研究体制の整備

にご尽力になりました。

上に述べたように、井口先生は有機固体の電

導性という新しい研究分野を世界に先駆けて開

拓されて以来、一貫して、この研き究分野をリー

ドしてこられました。有機固体の電子物性の研

究に関してわが国は世界的に凡ても高い研究水

準を維持していますが、それも先生のご指導に

負うところが大変大きいと思います。このよう

なご功績によって井口先生は平成6年に文化功

労者として顕彰を受けられましたが、この度、

文化勲章を受章されたのであります。

井'1先生は、現在は宇宙開発事業団の理事と

して、わが|刺の宇宙科学の発股に力を注いでお

られますが、それ以外にも多数の重要な役職を

兼任して、大変お忙しい毎|_|を過ごしておられ

ると承知しております。ここに、文化勲章受章

をお祝い巾し上げるとともに、今後とも一層わ

が国の科学・技術の発展にご尽力くださいます

ようお願い申し上げる次第です。
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鯵 林厳雄博士が京都賞を受賞

林厳雄博士は、アルフェロフ博士並びにパニ

ツシユ博士と共に第17回（2001年１１月）の京都

賞を先端技術部門で受賞された。受賞の理由は

｢半導体レーザの室温連続動作達成による光エ

レクトロニクスへの先駆的貢献」である。ご受

賞の際の説明文を贈呈理由書から引用して、心

からお祝いI|'し上げたい。

「アルフェロフ博士並びに林博士とパニッシ

ュ博士は、1970年に極めて困難とされていた

半導体レーザの室温環境における連続動作を達

成して実用化への道を拓き、１t界的なIT革命を

支える情報インフラ構築に不可欠な役割を担う

ことになった今日の光エレクトロニクスの発展

に先駆的な貢献をした。

最初の半導体レーザはホモ接合のガリウム・

ヒ素(GaAs）レーザで1962年に液体窒素中でレ

ーザ発振に成功したものの、レーザ発振に必要

な最低電流密度であるしきい１ｌｌｉｉがきわめて高か

ったためにパルス動作に限られて実用化をはば

んでいた。その後、光を導波路中に閉じ込める

様々な努力、ストライプ状の電極にする方法、

アルミニウム・ガリウム・ヒ素(ＡｌGaAs）とガ

リウム・ヒ素のヘテロ構造の導入などいろいろ

な試みがなされたが、いくつもの技術上の壁が

立ちはだかり、室温連続動作には至らなかった。

このような状況の中、1970年にアルフェロフ

末松
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博士がロシア（||-|ソビエト）で、林博士とパニ

ッシュ博･'身がアメリカで、ほぼ同時期に室温連

続動作の成功を実験的にもたらした。３氏が開

発した半導体レーザの特徴は、光を放出する薄

膜にしたガリウム・ヒ素活性屑をアルミニウ

ム・ガリウム・ヒ素結晶層ではさむ二重へテロ

構造により、発振しきい値電流密度を飛躍的に

低減させたところにある。

この画期的な成果が基になってその後の有力

な研究が活発化された突破|｜となり、実用化へ

の道が拓かれ、その後急速に半導体レーザを用

いた様々な新しい技術や産業の分野が生み出さ

れた。このようにして、光エレクトロニクスの

分野が発展する基となり、枇界の産業構造と社

会構造に大きな変龍をもたらしたのである。

今や半導体レーザの応用は、電話やインター

ネットで世界を結ぶ光ファイバー通信による高

度情報化社会の実現のみならず、レコード針を

半導体レーザに置き換えたＣＤ（コンパクトデ

ィスク）やビデオディスクに代表される光ディ

スク、さらにコンピュータのメモリや出版、レ

ーザプリンタなどの情報処卯機器等にも広がっ

ている。

このように革新的な技術開発の原点になった

のは、上記の3氏によるアルミニウム・ガリウ

ム・ヒ素系二重へテロ構造レーザによる室温連

続動作であり、この達成なくして現在の光エレ

クトロニクスの隆盛はあり得なかったと云って

も過言ではないであろう。’

写真提供：（財)稲盛財団
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鰯 地区活動報告
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中部地区担当理事坂公恭／HIRO別ｓＵ弘剛

平成１３年度の

[1本工学アカデ

ミー中部地区秋

季講演会は１１月ｌ

ロに開催された。

講減会に先立ち、

産業技術知識基

膿構築事業

(ＤＮＤ／デジタル

ニューディール
平野員一会員

政策）に関して、

Ｈ本工学アカデミーDND事務局の清水氏より、

その概要の説明があった。質疑応答の巾で、中

部地区はものづくりの中心であり、多数のもの

づくりのノウハウを有していることからＤＮＤ

の涌動に貢献できる点が大きく、東京地区、関

西地区で計画されている説'１１会(DNDシンポジ

ウム）を中部地区でも是非開催すべきであると

の要望が出された。

引き続き、本会会員の名古屋大学工学研究科

教授の平野員一氏から、「セラミックスの微構

造制御と機能一自然界に学ぶ－」という講演が

なされた。セラミックスの機能は、材料の組成、

結晶構造、組織、形態に強く依存するが、基本

組成が設定される場合には組織の制御が機能、

信頼性を決定する。その一方で、自然界に存在

している物質の微細構造と機能を調べるとセラ

ミックスの組織制御と機能の発現に学ぶところ

が多い。この立場から、天然鉱物や生体が有し

ている微術造から学び、工業化が可能なプロセ

ッシングによって、その微構造を具現化し高機

能材料を得るための研究の成果について講淡さ

れた｡セラミックスを焼き固める過程において、

異なるセラミックスを互いに反応生成させつ

つ、結晶の核形成と成長過程やスピノーダル分

解といわれる現象を、あたかも手品のように巧

みに利用することによって作製した複合材料

(In-situコンポジット）が、構造用セラミックス

としての強度、耐摩耗性、靭性、耐熱性、機能

性セラミックスとしての電気特性、磁気特性、

光学特性などを組み合わせて、多機能の共存、

機能間の,|;Ⅱ瓦作用、相乗作用を発現させること

を、多数の例を上げて示された。

講演会後の懇談会においては、名古屋大学の

野依教授のノーベル化学賞受賞決定の直後でも

あり、我が'玉|の科学振興策や、中部地区での産

学共同のあり方などに活発な意見の交換がなさ

れた。

験東北・北海道地区講演会「東北地域の活性化戦略」
ー＝ー嘩唖画ローーーーーー＝ーｰｰ雷■｡■脚唖胃＝ーーー常■雨一■画南＝＝ｰｰ＝碑■ｰーー＝ｰｰ■■迦画棟一＝函一一一一一■■画ヰーー■軍4ーーーーー~＝＝‐画＝＝ーーーー＝＝牌画＝画 可 一 一 己 一

東北・北海道地区担当理事井口泰孝／xAs〔ﾉTAKA/G〔/C"ノ

東北・北海道地区の平成１３年度の活動とし

て、平成13年12月１日（士）１５時から東北大学工

学部青葉記念会館において、野口正一会員

((財)仙台応用情報学研究振興財団理事長、東

北大学名誉教授、前会津大学学長）により「東

北地域の活性化戦略」についての講演が行われ

た。
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参加者は西津潤一副会長を始めとして、会員

13名同伴者18名であった。司会は神山新一理

事が務め、はじめに両津副会長に日本工学アカ

デミー設立、教育基本法、大学改革に触れたご

挨拶を頂いた。

講演では、．|､筆記の順序で、野口先生独特の猛

スピードの語り'--Jで明快なお話を頂いた。
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野口正一会員

(1)アメリカの経済と

日本の現状

(2)東北地域の活性化

戦略

(3)ITベンチャー

（１）については、

アメリカでは冷戦終結

によるトップエリート

の民生産業へのシフ

ト、そして新しい社会

経済システムの構築が

成功し、新しい時代に向けての挑戦が始まり、

三次産業はアングロサクソンのカルチャーにコ

ントロールされる時代に入り、輸出大国日本の

凋落、中国の台頭が始まったと厳しい指摘があ

った。

本題の(2)では、東北地方では大学が頑張ら

なくては将来が無いとの指摘と共に束北の発展

は大学からの発信によるＶ４→IPV6へのメモリ

ーの流れ、i-mode等の利用によるユビキタスネ

ットワーク、ノーマデイック社会の構築と新し

いベンチャーの台頭の成否にかかっていると強

調された。しかしながら、東北では、インテリ

ジェントコスモス、東北経済連合会、地方自治

体、大学等との連携が、強力なリーダーがいな

いこと、予算確保が不充分なこと、向治体の対

応が不充分なことにより、出来ていない。これ

は是非、会津のようにJｃ（青年会議所）等の

NPOにより２１世紀型のベンチャー企Il1jiがなさ

れ、民からの発想を取り入れていかなければ、

産官学連携による地域活性などあり得ないと述

べられた。会津の成功例として、新しい教育コ

ンテンツとそのツールの開発、マーケッテイン

グについて述べた。

日本の大学がアメリカと互して競争していく

には75％外国のトップエリートを迎え入れる

ことが出来なければ不可能であると言う、現実

からすれば悲観的な予測が述べられた。

（３）では、ＩＴベンチャーを起業するには、

チャレンジ、マーケットに対する洞察力、発想

の転換が必嬰であり、例として、デルの経営に

ついて述べた。大学の研究開発が、Market

Orientedであるなら、新しい展開のベンチャー

が育つ可能性があり、東北地域での東北大学の

活躍が不可欠であると指摘された。

質疑応答として、中塚会員により大学の成果

の帰属やベンチャーキャピタルの不在等の問題

点が述べられた。更に平井会員から75％外国

人教官の指摘に触れ、沖縄での新大学の計画の

成否についての問いがなされた。

次に得田専務理事から競近の日本工学アカデ

ミーの活動状況についての説明がなされ、日本

工学アカデミーの本年度最大事業である経済産

業省から受託の｢産業技術知識基盤構築事業-

21世紀の｢|本一新産業の育成をめざして｜につ

いては、l-El際大学グローバル・コミュニケーショ

ン・センターの山田肇教授により詳細な説明が

なされた。

その後、会場を記念会館のレストランに移し

て懇親会が持たれた。井｜｜の司会により、阿部

会員（東北大学総長）のご挨拶と乾杯の音頭で

懇親会は始まった。西灘副会長から仙台オフィ

スの提案披露があり、会風参加者や若手参加者

との活発な意見交換や交流が行われ、最後に中

塚会員（東北大学工学研究科長）に締めのご挨

拶を頂き、無事終了した。
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「技術者倫理」について解説を求められたの

で、講師が世話役の一人を務めた日本原子力学

会での倫理規程制定までの過程と今後の実施へ

の準備を中心に述べて､皆様の参考に供したい。

学会としての日本原子力学会の特徴は個人会

員のみならず、多数の法人会員を有しており、

個人倫理の問題のみではなく、組織内での'倫理

秩序の確立という課題を抱えていた点である。

結果論的に言えば、約三年がかりで、憲章的

な精神的な指針のみではなく、手引きと呼ぶ事

にした実施要領まで踏み込んだものを持つこと

になった。わが国でも前者についての例は多い

が、後者を持った例はなく、最初の試みとなっ

た。

またこの種の倫理綱領の構成としては、｜:!'ず界

I-l-lの全ての職業人倫理に共通の部分を中心とし

て構成するやり方と、その分野特有の問題点を

大幅に採り入れて行くものがあり得るが、我々

は後者を選んだ。これは||本国には、原子力基

本法があり、そこに我々が守るべき基本原則、

平和目的に限定、民主・自主・公開の三原則が

明示されており、「法の尊重」という表現が、

とりもなおさずこうした基本姿勢を示すことに

もつながるからである。

原了･力学会は制定委員会での詳細な検討のみ

ではなく、学会誌での試案発表と紙上討論や年

会での一般市民に公開した討論会を開催して、

多くの意見を集約する努力を重ねた。また、

我々はこの倫理規程を完全なものに仕上げてか

ら実施に入る姿勢ではなく、今後も会員の総意

で随時変更があり得るとの柔軟な対応姿勢をと

り、実施の経験から更に洗練されたものへ成長

させて行くつもりである。そして、規程を成文

'1時：2001年12月３日（月）

場所：大阪科学技術センター

講師：西原英晃会員

京都大学名誉教授

共催：日本原子力学会関西支部

関西原子力懇談会

化し制定する事が社会

的に価値を生み、教育

の教材として役立つ事

を期待している。また

原子力を専門とする

個々の人間が真剣に仕

11をしていることを外

部に示す事にも役立つ

事を期待している。

検討中に行われた多

裸画、

職耀護豊購二沸溌諭理職卿騨勇二畷遡

西原英晃会員
<の議論は、必ずしも

明快な解決が得られたとはいえないものもあ

る。その一例は内部告発をし易くした点で、こ

れは個人への要求と組織への要求のギャップを

露呈させることにもつながる。このような場合

は､当化出来る例外を認め、他の規則との競合

関係を考慮することで現実的な対応を進めるこ

とが可能であるとの通説を採った。

さて、この方面での先駆者は、アメリカ土木

学会(ASCE)であり、1852年設立当初から倫理

規程を作る話があったが、私的な専門職の義務

についてそうした判断基準を作るのはおかしい

との決議が残っている。1893年には再提案が

ありまた否決されたが、その後アメリカ機械学

会(ＡＳＭＥ)が1913年に倫理規程とともに発足

したので、ＡSCEも翌年になって制定した。日

本では土木学会が最初で、昭和13年（1938）に

つくられた。その後には、1996年の日本学術

会議で基礎工学研連での提案には、特定の価値

観を教え込むのではなく実施は個々人の判断に

よるべきこと、事例研究の方法による科学技術

のグローバル化対応が必要、とされた。さらに、

1999年に日本学術会議はモデル綱領を作った

りしている。日本の原子力界でも、事故やトラ

ブルが続き、それへの反省をこめての制定努力

となった。そして、原子力学会では、その後実

施を推進するための倫理委員会も設置されて、

一般会員からの公募に応じた委員を含めて、新

群からの活動が予定されている。

（文責：住田健二）

へ
！
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傷

関西地区講演会を共催にしたのは初めての試

みである。、'旧の出席者は、中原副会長、左右

、関西地区担当理事を含め、当アカデミー関係

者は15名（全体で45名）であった。講演会終了

後、ＤＮＤ説明会を、更に講師を務められた西

原会員、今'111の段取りと講演会司会をして下さ

った住田会員を囲んで、アカデミー会員の相互

理解を深める懇談の時を持った。

（文責：事務局）

同じ条件、台風とハリケーンに大きな違いはな

い。高さが400ｍにもなると、東升〔でも地震に

対する設計より、強風に対する設計の方が厳し

くなる。世界貿易センタービルを東京に建てる

としても、ほぼ同じ設計になると思う。さらに、

この度は飛行機の衝突によるインパクトで壊れ

たわけではなく、その後の火災によって構造物

の重量が支持できなくなり崩落したわけから、

東京の超高層建築でも条件はあまり変わらない

と思う。

①衝突直後の爆発的火災により直上階の床構

造が|次き飛び、さらに高熱を浴びた床構造が壊

れ、床による袖剛を失った骨組が次々に座屈し

た。②コアーの柱が高熱を浴びて耐力を失い、

上層部が落ドし、その衝撃で進行性破壊が始ま

った。

このように、この度の崩落にはいくつかのシ

ナリオが書ける｡しかし、本当のところはまだ

分からない。

お話のあとに、①日本の建物は耐震設計して

あるから大丈夫とは言えないのか、②なぜ横に

倒れなかったのか、③床構造が柱に剛接されて

いたら大丈夫だったのか、④鉛直荷重だけを対

象としたコアーの柱と、鉛直荷寵の上に風荷重

も考慮した外周の柱とは非常時の外力に対する

余裕度が異なるのではないか、⑤コンクリート

構造であったら大丈夫だったか、など活発な質

疑が行われた。

Ⅱ

識
ｉ
雛

１１月２口の

談話サロンで

は、鋼構造に

よる超高層建

築の研究・開

発をリードし

てこられた加

藤 勉 会 員よ

り、「建築物

の構造設計に

１２７回談話サロン「建築物の構造設計についてロ
‐ ロ 皿 ■ ■ 画 画 Ｅｕ

章／AKﾉＲＡＷ？4,Ａ和田

EA,IINEWSN０．８４２()02.27

屍停ｆ■

fﾛ、

加藤勉会員．／''毒r人二'』へ凶'､ー

ついて」と題

して、超高層建築の構造の成り立ちと、ニュー

ヨークの超商牌建築の崩壊に関するお話をお聞

きした。

建築の骨組は大別してラーメン骨組とチュー

ブ構造があり、世界貿易センタービルはチュー

ブ構造と呼ばれ、細かく格子状の骨組を鳥篭の

ように建物の外周に組んでいる。建物の中心に

はエレベータ・階段などを支持するためのコア

ーの構造がある。床の構造は1降量であるが、鉛

直荷重を柱に伝えるだけでなく、その面内剛性

により周辺の鳥篭を一体化する役目も持ってい

た。

建築構造物は重力による鉛i門:力向の荷重と、

地震や強風による水平方向の力を考えて設計さ

れる。鉛直荷重は常時作用しているので材料の

弾性範囲で設計するが、地震や強風は稀にしか

起きないので、塑性変形を許容して設計する。

東京とニューヨークを比べた場合、鉛直荷重は



なのだ、と景山氏は胸

を張る。

いかにそれが企業文

化とは言っても、やは

りこれほど珍奇な物の

研究開発は容易ではな

い。社内の風の冷たさ

が身に染みる日も長か

ったという。２５万円

のペットを買う人がど

鯵 第１２８回談話サロン「EntertainmentRobotAlBO」
■■■■■■■■麺回付

『〃ﾉＷ/灯ＷＷ/AＤＡ|､l-lnl~’ 敏之／TOS班ｙ

ｌｌ時：2001年11月１６日（金）

場所：弘済会館

講師：景山浩二氏

ソニー株式会社

エンタテインメントロボットカンパニー

開発設計１部統括部長

工業用ロボットとは違って実用的な役には全

く立たない、いま風に言えば「癒し系」ロボッ

トとでも言おうか、それが昨今話題のペットロ

ポットＡＩＢＯである。今回の談話サロンは、そ

のＡＩＢＯの生い立ちから発育、生態、将来の進

化に至るまでを解き明かして貰おうという企画

である。講師の景山氏は94年ごろからその開

発部隊を率いてきた、いわばAIBOの生みの親、

育ての親である。

近年コンピュータゲームなどバーチャルエン

タテインメントが普及したが、それに逆らうよ

うにリアルワールドの新しい楽しみとして「ロ

ボットエンタテインメント」を興そうとした原

動力は、ソニーの「企業文化」であるという。

エンタテインメントとは言ってもＡＩＢＯは単な

る玩具ではない。本能、感情、学習能力などを

備えた新しい創造物なのである。挑物が進化す

るようにＡＩＢＯもまた進化する。その進化に備

えた仕掛けが、APERIOSというリアルタイム

OSをベースにしたＯＰＥＮ－Ｒというアーキテク

チャである。たかが玩具に何とご大層な技術を

と畷ってはいけない。いずれはロボットと人間

がサッカーを戦おうという夢の実現への第一歩

I4AJNEwsNo､842002.28

＝、

．一〆Ｉー多少~、ノグ、Ｊソ－

景山浩二氏
れだけいるかという不

安は最後まで付き纏った。それがインターネッ

トで予約開始した途端、国内3000台が文字通

り瞬時に完売、まさに|~一朝月覚むればAIBＯ

天下に普し」である。そして今は4番目のモデ

ルまで市場に出た。柳の下のロボットを狙った

類似品も数限りなく登場した。天文学者になる

のが幼い頃の夢だったという景山氏が見出した

のは、どうやら猿の惑星ならぬデジタル生物の

惑星だったようだ。

日本には「鉄腕アトム」があったがゆえに、

欧米とはロボットに対する観念が違うのだとい

う卓見がフロアからコメントされた。東洋思想

に裏付けられた心優し〈正義感のあるロボッ

ト、たしかにそれはチャペックもアシモフも考

え得なかったものかも知れない。最先端のデジ

タル技術に始まり、途中でＡＩＢＯの芸当の実演

を挟み、果ては東西の思想論にまで話が及んだ

楽しい談話サロンであった｡

へ
噺
！
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第３分野

石谷胴

新入正会員のご紹介

財団法人神奈川科学技術アカデミー専務理事

東京出身○東京大学で物理化学を専攻、即学博士。1966年東レ入社、1978年

には東レリサーチセンターに出向、1995年から同社社長。2000年から現職の

神奈川科学技術アカデミー専務理事。鄭'111は他に表面分析、材料解析、機能

性材料開発など。６２歳。

広報委員会では、より親しみのもてる紙而づくりを目指して、

新入正会負ご自身から資料提供して頂いております。

(２００１年１１月入会者）

第１分野

内山田竹志 トヨタ自動車株式会社常務取締役

1969年に名古屋大学工単部応用物理学科を卒業、トヨタ自動車~に業（現トヨ

タl当|勤車）に入社。’1j場ニーズにマッチした.'f｜[両開発を推進、1997年にハイ

ブリッドカー「プリウスー|を世に出すことができた。信条は「高い志と挑戦'。

1946年愛知県生まれ。

ｌ
：
噸
，
‐
１

〔
山 石巻専修大学学長

東北大学高速力学研究所及び工学部を経て、1996年から石巻専修大学に在職。

専門分野は機械工学、特に流体工学。境界層の乱流遷移の研究とウォーター

ジェット加工の研究が永い。日本機械学会、日本ウォータージェット学会で

の活動が多い。盛岡市川身。６９歳。

小林陵二

鴬

守谷Ｉ恒夫

EAJNEWSNo,842002.29

王子製紙株式会社代表取締役会長

1929年111形県生まれ。東京大学工学部機械工学科卒。1953年、王子製紙㈱入

社。1995年代表取締役社長。2001年６月から代表取締役会長。1999年から日

経連剛会長、同雇用特別委員会委員長。経団連では農政問題委員会委員長、

中国委員会植林協力部会会長。

住友ベークライト株式会社代表取締役社長

滋賀IIL出身○1958年京都大学（化学機械学教室）を卒業、住友ベークライト

に入社。以来同社にてプラスチック加工の研究とその製,１１６の製造に携わる。

プラスチック加工における化学工学の有用性に着目、（社)化学工学会の活動

に参加、副会長を務めた。６７歳。

『刃

第６分野

大国昌彦



エ学アカデミー(ATSE)２００１年年次シンポジウムへの出席
豪工学アカデミー協力のトリガー

天然資源に恵まれ、かつては世界一の経済水

準を誇ったラッキーカントリー豪州も今では

OECD29カ国の真中にまで凋落した。Ｈ本の２１

倍の広大な国土故の「距離の暴虐」(TyraImyof
distance)が足かせとなったｏだが、ＩＴの進展は

資源大国をIT大国に脱皮させ、「距離の消滅」

(Deathofdistance）を成し遂げた。昨年５月の

OECD閣僚理事会は、Ｇ７にあえて豪州を加え、

1990年代の経済成長について、勝ち組と負け

組みに分けた。豪州は、米|玉lと並ぶ、ＩＴを軸に

飛躍的発展を遂げた勝ち組に伍された。１９８０

年代の超勝ち組み日本が独・仏等と並んで負け

組みに入れられたのと好対照である。米同時テ

ロは、この勝ち組も巻き込んで世界経済の減速

傾向を強めることとなった。だが､豪州は一人、

2001年も３％成長を維持し、ＩＴに裏打ちされた

ラッキーカントリーの強靭さを誇示した。

このような、国を挙げての技術立国に向けた

取り組みの中で､工学アカデミーも腰を上げた。

1976年に設立され、会員650人を擁する豪州工

学アカデミー（ATＳＥ：AustralianAcademyof

TechnologicalSciences＆Engineering）は、限ら

れた予算内で国際活動を強化することを主眼

に、従来の活動を全面的に見直し、昨年８月に

|~ATＳＥ３カ年戦略計而」を策定し、７重点分野

経済産業省委託事業を促進するための公開シ

ンポジウムは、EAJ主侭で、これまで東京で２

１可実施しましたが、今回は年の瀬が押し迫った

九州で、以下のように開催いたしました。

Ｈ時：2001年12月１９日（水）１３：３０～１７：３０

場所：福岡市早良区TNC放送会館パヴェリアホール

主催：EAJ,国際大学ﾛー ﾙｺﾐｭﾆｹー ｼｮﾝｾﾝﾀー (ﾛー ｺﾑｌ

共催：（独)経済産業研究所、Ｉ|本工業新聞

恥ＩＮＥＷＳＮｏ､8４２００２．２１０

国際委員渡辺

ｌ Ｑ ｌ Ｉ Ｄ 画■■画画官Ⅱ

〔）WA71AﾉVＡＢＥ千例／c"/"ﾉﾉ?ｏ

(バイオ、ＩＴ、エネルギー・棚暖化、新材料、

海洋、環境、技術移転・商業化)、１２重要国

([l、加、闇、韓、スカンジナビア、アイルラン

ド及び中・印等6非OECD国)を鮮明に示した。

これをてこに、ＡＴＳＥのBesley会長は、１１月

２０，２１日にタスマニア州ホバートで開かれた

2001年年次シンポジウムにEAJ永野会長を招請

し、代わって出席した国際委員会の渡辺が

｢ATSB３カ年戦略計画」に沿った協力について

打ち合わせた。ＡＴＳＥは深謝し、滞在中一貫し

てCook国際関係委員長がフルケアし、タスマ

ニア州知事にも紹介し、ディナーの場ではるば

るEAJから参加してくれたと紹介する等大いに

歓迎した。その結果、2002年１月２１日にBesley
会長及びCook委員長が訪日し、永野会長を表

敬するとともに、EAJ談話サロンで「ATＳＥ３カ

年戦略計画とEAJへの期待」について講演する

運びとなった。さらに、１１川９，２０日にシド

ニーで開催されるATSE2002年年次シンポジウ

ムにEAJ代表も招待されることになった。

このように、2001年年次シンポジウムへの

出席をトリガーとして、両アカデミーの着実な

交流の第一歩が印されることとなった｡これは、

他の国との交流にも実践的な示唆を与えるもの

と考えられる。

ム

＝０１コ０１甲ＩＤｆＩ画Ｉ１１■

事 得田与和／7℃MOKAZUmKUDA

会は、九州大学梶山千里総長(EAJ会員）の

ご挨拶に始まり、公文俊平国際大学グローコ

ム･センター長の基調講演、さらにマクロベー

スと地域密着型の二つのパネル討論で構成さ

れ､牛島和夫、山田肇両会員も登壇されました。

さすが九州集会であったため、地域発の話題

発言が多く、起業成功には、工学･技術以外の

実業化知識との協働が必須であった実例紹介

等､具体的ヒントの豊富さが今回の特徴でした。

〆車輪

~口、
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賀詞交歓会

平成14年の賀詞交歓会は、松の内の余韻が

さめやらぬ１月lＯＨ（木）、例年と同じく東京虎

ノ門パストラルにて、１月度の理事会終了後引

き続き開催されました。

当日はまずまずの天候に恵まれ、106名のご

出席群はおI胃|'し込み者数の約9割にあたり、そ

の例年にない高い出席率は、皆様のご関心・熱

意の表れと感じられました。
＝＝弔電套暑一

亡

選挙速報

この年末年始にかけ、EAJとしては初めての

理事選挙を実施いたしました。本号では取り急

ぎ経緯と結果概要を速報します。

EAJでは、定款による役員任期の2年ごとに、

会運営の連続性保持の見地からおおむね半舷交

代を'二}処として、役員が順次入れ替わっており

ます。本年度末はその改選期に》11たるので、検

討は９月理事会からスタートしました。

９月に続き、１１月の理事会でも、導入の是非

や方法、時期について、異例ともいえる長時間

を費やし討議され、さらに！ｌ月末の顧問会で

も検討されました。

アカデミーでは選奉はそぐわない、短兵急に

走らず慎重に取り扱うべきである、等のご注意

も多々ありました。しかし肢終的には、「悪か

った点は次|'||修正するとの前提で、理事選出の

一部過程に、全会員参加の選挙制を、今回から

思い切って導入してみよう｜との会長裁断で実

ｌＩｌＩＤ１ﾄー ■画回Ｅ

７~'０Ｋ〔/ＤＡ専務理事得田与荊j／TOA"oKAzUTo

永野会長から新年にあたっての開会ご挨拶、

および岡村名誉会長による乾杯のご発声と続

き、あとは和気あいあいの懇談会となりました。

昨年の反省から料理のメニューや量に事務局

が智恵を絞ったせいか、また今年は地方からの

ご出席者が多く、折角の好機と皆様があちこち

での打ち合わせに熱中されたためか、今年のテ

ーブル料理は宗売とはいきませんでした。匠

毎＝■■ロ■■回

'０ＫＡＺ(/７℃Ｋ(/ＤＡ専務即事得田与和／7℃〃

施の運びとなりました。

そこで、改選時に空席が予想される理事数

(およそ12名）の内、約1/3は各種バランスを計

る会長訓整一任分として僻保し、残り約2/3を

広く会貝から選挙して頂くこととなりました。

以後はご案内のように、役員未経験会員から

の立‘候補者8名に、離任予定理事および顧問会

から推薦のあった１１名を加え、合計１９名の候

補者に対して、全会員に選挙を依頼しました。

締め切り翌Ｈの理事会に報告いたしました

が、結果概要は以下のとおりです。

・投票依願総数：５７９

・有効数：２９８

・無効数：１２（l［10名記入]＋１１[締切後到着]）

・上位薪氏名（8位同数のため9名）：

井形n1I弘、石丸典生、井上雅弘、小林猟、

合志陽一、諏訪基、土岐憲三、中塚勝人、

羽鳥光俊（敬称略、５０音順）

EAJNEWSN０．８４２００２．２１１



Ⅳ

会に提案される最終案に向け、引き続き検討を

重ねていくと決定されました。画

ＵＩＭＥｒ，Ｄｎｍハ■『ﾛｒ，Ｒｎ
叩Ⅷﾛｰ、ジｍｐＶｐＲロロ､ジﾛｰⅧ

１５thlntemationalCongressofChemical

andProcessEngineering(CHiSA）
会期：2002年８月25日（日）-2911（木）

開催地：チェコ共和国、プラハ

http://www､chisa・cz/2002

Z

産業技術知識基盤構築事業

第４回シンポジウム(主催）

｢組織の壁を越えたネットワークの実現ﾆ

デージﾀﾙﾆｭー ヂｨー ﾙ本櫛働と参加のメリットー

Ｈ時：2002年２月25日（月）

会場：大阪ガーデンパレス

http://www・glocomac.』p/itplat／ 小高康邦博士は、年末の最後のミサを銀座

教会ですまされての帰路、自宅近くの交差点

で交通事故に遭い即死されました。博士が敬

度なクリスチャンであることは知りませんで

したが、強い奉仕の精神と周|州へのきめ細か

い配慮が信仰の深さを妨柳させておられまし

た。博士の生前のご功績を偲び、謹んでご冥

福をお祈り申し上げます。

博士は、昭和33年に慶唯義塾大学工学部博

士課程を卒業後、日本電気に入社、中央研究

所で情報処理の研究に従事、コンピュータ研

究部長などを歴任し、情報処理事業に関与し

た後、本社技術管理部長、常務理事、技術顧

問などを歴任し、平成7年にＣ＆Ｃ振興財団専

務理事として転出されました。

博士は大学院在学中に西独アーヘンエ科大

学に留学されており、英独語に堪能で、広く

|玉|際的に活動されておられました。また平成７

年には、東京都科学技術功労表彰を受賞され

ておられます。（柿之原道行）

小高康邦会員

Ｃ＆Ｃ振恥財団顧問

EAJNEWSNo､8４２００２．２１２
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ｌﾉ:１１０日の理事会では、上記を含めた今li71の

投票結果を尊重し、さらに会長が総合的戦略的

に調整される約4名の候補者を加え、５月の総
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